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(
ア
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 (

目
次)

 

 (

Ｓ
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小
説)

 
ナ
ク
バ
の
東 

(

十
六)

 

 

第
一
部
「
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ン
核
施
設
を
空
爆
す
」（
十
三
） 

 

第
四
章 

三
羽
の
小
鳥(

一)
「
エ
リ
ー
ト
」 

(

一―

三)
 

 
未
明
に
基
地
を
飛
び
立
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
の
Ｆ
３
５
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
三
機
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
付

け
根
を
横
断
し
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ク
の
国
境
線
上
空
を
飛
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
東
の
空
が
白
み
眼

下
の
ネ
ゲ
ブ
砂
漠
に
陽
光
が
さ
し
始
め
た
。
砂
漠
の
起
伏
が
波
の
よ
う
な
影
を
作
り
、
そ
の
影
と
赤
茶
け
た

砂
礫
が
黒
と
赤
の
絶
妙
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
る
。
何
万
年
い
や
何
百
万
年
昔
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
光

景
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ド
バ
イ
を
結
ぶ
民
間
定
期
便
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
見
慣
れ
た
風
景
で
あ
る

が
、
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
赴
く
若
き
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
感
動
的
な
面
持
ち
で
眼
下
の
風
景
を
眺
め
て
い
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
真
青
な
空
と
乾
燥
し
切
っ
た
砂
漠
の
狭
間
を
三
羽
の
小
鳥
た
ち
は
ひ
た
す
ら
東
に
向
か
っ
て

飛
翔
を
続
け
た
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
空
軍
選
り
抜
き
の
三
人
。
彼
ら
は
肌
の
色
も
父
祖
の
出
身
地
も
、
さ
ら
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る

ま
で
の
経
緯
も
対
照
的
と
言
え
る
ほ
ど
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
彼
ら
は
「
祖
国
イ
ス
ラ
エ
ル
」
を
守
る

と
言
う
気
持
ち
が
誰
よ
り
も
強
く
固
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
お
互
い
を
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合

っ
て
い
る
。
三
人
の
リ
ー
ダ
ー
役
で
雁
行
飛
行
の
先
頭
を
飛
ぶ
の
は
「
エ
リ
ー
ト
」
。
右
翼
後
方
の
二
番
手
が

「
マ
フ
ィ
ア
」
。
そ
し
て
左
翼
後
方
三
番
手
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
「
ア
ブ
ダ
ラ
ー
」
で
あ
る
。 

 

http://ocininitiative.maeda1.jp/016EastOfNakbaPart1Chapter4-1English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/016EastOfNakbaPart1Chapter4-1Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/EastOfNakbaJapanese.html
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